






























と振り」 ）が、その人の「支配」する空間なのだ。 「おもい」とされるその空間は、けっして形式的抽象ではない。むしろ、手に斧 付け加わることにより新たに人間存在に開ける次元が、ここでは「空間」と呼ばれているのだと言えよう。
ところで、この詩における斧は、道具という役割を逸脱しているように見える。というのも、そこで「斧のひ
と振り」が「切り取」るのは、木ではなく 馬腹 だからである。もちろん、後に見るように、道具としての斧には、食用の鶏の首を切るときのような、動物を殺傷する役割も備わってはいる。しかし、少なくとも「馬腹」を切ることは、斧の実用的な使い方とは言えないし、さらに、この詩の冒頭では「斧の／ひと振りよりとおくへ／敵 想定するな」 あり、そもそも いう道具は「敵」 （おそ く人）を対象としているかのように読めてしまう
（４）
。つまり、ここでの斧は道具というよりは、むしろ兇器としてあるということだが、それもまた、ある意
















































































































































こに由来する。詩のテクストではこの二文字 漢字に「ぐんけい」と振り仮名が振ってあるが、おそらくそれは「しゃも」とは発音しないようにという指示であり、特に「軍」という意味領域を強調するためであると思われる。というのも、その意味領域こ 、道具―兇器―武器の連関のうち、武器に関わるものだからであ 。こうして、 「武器」で「たおされる」人間の形象の後に（Ⅲ） 、斧で殺される「軍鶏」の形象が続くことにな （Ⅳ） 。
この「武器」はまさに殺人のために用いられる「特別な道具」であると言えるが、Ⅰで「人をころすに／特別











。 《デメトリアーデは死んだが》 、 《その朝サマルカンドでは》 、 《脱走》 、 《コーカサスの商
業》 、 《やぽんすき ・ぼおぐ》であ 、そのうち《脱走》はタイトル通り 収容所 らの脱走を試みた囚人
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兇器の時





のなかで」とある。この「鈍器」は石原の詩における「兇器」の一ヴァリアントであると言ってよいだろう。しかし、結局のところ、その殺人は監視兵による業務の つ のであり（そして、銃 いう「武器」はそのための「道具」である） 、詩の中ほどでは「す 銃口は地へ向けられ／た れだけのことのように／腕をあげて
 
彼は／時刻を見た」と 。それが《コーカサスの商 》 （一九五九）に描かれる囚人同士 殺人（ないし傷害）になると、様相は変わるので が、それについては後に立ち返って考察することに たい。
ともあれ、 《兇器》の詩に戻るなら、このように、権力による殺人だけが法により許容されるのである以上、
それ以外の殺人はすべて 偶発的な、 「手ち 」 この表現自体、手―道具―労働と う連関を前提としたものである）で起こった出来事というこ になり そうした殺人に用いられる「道具」
―
例えば斧、石槌、猟銃の
用いられ方は、本来の目的を逸脱し も であ 「手ちがい 武器」ということに る。それらは殺人という用途のための「特別な道具」として制作されたわけではないの ある。
おそらくはこの「手ちがいの武器」というのが、Ⅰの「道具」とⅢの「武器」の間、Ⅱに置かれた「兇器」の







用いられるのは、つねに本来の目的を逸脱して用いられる道具、 「手ちがいの武器」 、その都度その場で、すなわち「その位置でえらばれる」道具なのであり、それが（この詩に限らず、一般にも） 「兇器」と呼ばれるものの定義なのである。武器は本来的に武器である一方で、本来的に兇器である物はない。殺人事件の捜索で問題にされるのは、何が兇器として
000
用いられたのかということであり、また何が「武器」として用いられたのかという表






































「唯一の時」という含意をも有しているように思われる（もちろん、唯一でありながら、それ自体「……とき／……とき」というように反復されてい のだが） 。このⅠとⅡにおける「日」と とき」の対比は、いわゆるクロノス的（順次的）時間とカイロス的（機会的）時間の対比であ と、ひ まずは言うこともできるだろう。
しかし、ギリシア語のカイロスがしばしば「好機」と訳され、一般によきものの訪れと解されているのに対し、














































き」が示されてゆくのであるが、それという も、そ 「とき」は道具が「兇器」に変貌する「 き」であるからに他ならない。Ⅱ 前半をなす第７行から
10行までの文法的骨格は、 「……がひとつのとき」―「兇器は」―






































































































はこの最後の動詞「たどる」の主語が何かということである。まず考えられるのは、その主語は「たおされる」 、「殺される」と同じ「人」であるということで、その眼差しが「うす目」であることは、そのように考える一つの根拠になるだろう。 「人」は地面に「たおされ」 、遠のく意識の中、低い視点から「うす目のかげ」で「足取りを…たどる」のである。しかし奇妙なのは、この「うす目」の眼差しが「たどる」のは「軍鶏のような足どり」であり、軍鶏は、 詩においては、先に見たように「殺される」人と相似的な存在としてあったということである。そうすると、この「たおされ」た人 、いわば自らの分身の足どりをたどっていることになる。無論、それが詩において矛盾をきたすわけではないが、こ 点 ついてはもう少し先で見ることにしたい。「たどる」の主語について、もう一つ考えられるのは、実はこの文に定まった主語はなく、英語やロシア語において二人称（二人称代名詞や 動詞変化の単数二人称語尾）が普遍的な総称となる場合と同様の構文をなすということである。そのときには、 「 どる」 付され 「のだ は、総称的に捉えられた二人称に対す 要請を含意する にもなるだろう。そして 「たど 」主体は、起 っている出来事に対しては第三者として、 「殺される」人の「足どり」を、直視はできないまま、 「うす目のかげで」 、しかし しっかりと」見届けなく はならない。つまり、ここで要請されているのは、 「うす目」で「 っ りと るという矛盾した眼差しなのであるが、それこそが「今日が……明日につながる」条件な例えば、先に見た《脱走》でも、銃声の後の「ふりあげた鈍器の下のような／不敵な静寂のなかで」 、 「われ















どる」人の「足どり」は、食用とされるため「殺されに行く」軍鶏のそれに比されているのだが、軍鶏はもちろん自分の行く先に「斧がある」ことを「知っている」わけではない。むしろ、斧のある場所へ鶏が行けば殺されることは かりきっているのに という人間の視点からの憐憫の眼差しが、この「知っていて」には混入していると言える。分 というのは、斧と鶏とは道具とその対象（客体）の関係にあり、斧の用途は鶏を殺すこ だからである。
一方、 「森へ行」くのが「人」である場合、その人はそこに「斧がある」ことを当然「知っている」だろうが、
だからと言って、それで「殺されに行く」わけではない。斧と人とは道具とそれを用 る主体 関係に り、この場合の斧の用途は人を殺すことではなく、木を伐採することだからであ 。しかし、これまで見てきたように道具として は、ある「ひ つの き」にお て兇器に変わりうる で り、む ろ道具を兇器に変えうることこそ、人の人たるゆえんであった ということは、この第
21行の「知っていて」の最終的な内容は、こうした
道具から兇器へ 転換可能性ということにな だろう。斧が となり ることを「知っている」にも拘らず、人が森に行くことが、ここでは何も知らずに 鶏 喩えられているの
もちろん、人は斧が兇器になりうるからと言って、森へ行くのを拒絶すること できない。森とは「手」 道
具による労働の場なのであり、道具が兇器に変わ のは、能う限り排除され べき「手ちがい」にすぎないからである。しかし、この詩では、こうした「手ちがい」による出来事をも （見）なかったこ にするので く（ 「見たものは
　
見たといえ」 ） 、 「しっかりとたどる」ように要請されている。つまり、 「手」による労働の地平と
一五
兇器の時

















詩においては今度は、 「日 と「ひとつのとき」 いう二重化した時間性 して展開されているのである。
Ⅰの反復でありながら、同時に詩の結論をなす最後の二行にも、この時間の二重性が凝縮されている。そして、
それは単なる反復ではなく、そこに 反復 中 差異が生じてい 。つまり、Ⅰの第３
－ ４行では「今日が明日




























る。それが 銃声の響いた一瞬、その時間から顔をそむけるのであ が、というのも、この脱走と銃殺の瞬間こそは《兇器》で言われる ひとつのとき」だからである。しかし、銃を撃った監視兵に っては、それは「手ちがい」どころか、抜かりなく行なわれた業務な であり、 「腕をあげて……時刻を見 、然 べく上司に報告す 。
しかし、詩のほうはこの「時刻」を「ひとつのとき」として、そして 報告ではなく、一つの証言として保

















わず「ふりかえった」 「日まわり の視線とも重なって ると言うことができるだろう。
詩集『サンチョ・パンサの帰郷』の中で収容所での殺害を扱っているもう一つの詩が《コーカサスの商業》で



































































































































































「いま」 （ 「今日」 もよい）は、 「……するいま」というように、用具的存在者と交渉する現存在が「おのれを解意しつつ語る」ものであり、そのように解意され、語られたものが「時間 なのだという観点である（第
79節。同書、三六六
－ 三七二頁） 。








instances de discours ―
すなわち具体的発話行為〕と同時になされるものであり」 、そこから「つね
に一回かぎりかつ特定のものをさすというその性格を引き出し 」 。つまり、それらが関係す 「時間や空間のなかの《客観的な》位置」ではなく、 「そのたびごとに一回きりのも である言表行為」である（エミール・バンヴェニスト『一般言語学の諸問題』 ［岸本道夫監訳］ 、みすず書房、 九八三年 二三四





















































































В этой статье рассматривается сложный спектор значений 
образа «топор» в поэзии Йосиро Исихары через тщательный разбор 
его стихотворения «Кёки» （«Орудие Убийства»）. Этот образ в 
творчестве Исихары, который был интернирован в Сибирь после 
Второй мировой войны как военнопленный, прежде всего связан с 
испытанием автором принудительных работ в советских лагерях. В 
них главной зимней работой был сруб таежных деревьев топором, и, 
помимо этого, это орудие иногда использовалось как холодное оружие 
при стычках между заключенными. Текст стихотворения «Кёки» 
построен так, что в его центре находится момент превращения 
повседневного орудия （догу） в орудие убийства （кёки）, и тем самым 
он описывает временной дуализм мира человеческого существования 
（в другом стихотворении Исихары такой подход называется «оно но 
сисо» ［мышление топора］）. Повседневные орудия, взаимоотношения 
которых образуют человеческий мир, вседа скрывают в себе 
превращаемость в орудия убийства, и такая двойственность орудий 
соответствует дуализму повтороного, хронологического времени и 
единственного, случайного времени. В статье также обсуждаются и 
другие «лагерные» стихотворения Исихары, в которых стремление к 
свободу представляется как поиск единственного времени – времени 
Кёки. 
Время Кёки
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